
映
像
の
歴
史
哲
学

|
|
下
関
・
亀
山
八
幡
宮
の
風
景
|
|

序

小
論
は
歴
史
哲
学
を
遂
行
す
る
方
法
の
一
端
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

歴
史
学
一
般
は
場
合
に
応
じ
て
歴
史
の
様
々
な
側
面
を
考
察
の
対
象
と
す
る

こ
と
で
も
成
立
す
る
が
、
歴
史
哲
学
は
常
に
歴
史
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
、
一
歴
史
的
事
象
の
考
察
で
あ
っ
て
も
、

存
在
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
真
の
意
味
で
の
全
体
と
常
に
関
わ
り
を
持
つ
考
察

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
の
全
体
は
、
時
間
空
間
の
す
べ
て
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
し
、
有
機
的
因
果
を
目
的
論
的
に
設
定
す
れ
ば
、
例
え
ど

ん
な
に
小
さ
な
歴
史
的
出
来
事
で
あ
っ
て
も
、
全
体
を
考
膚
に
入
れ
た
上
で
、

個
別
的
本
質
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

映像の歴史哲学

へ
i
ゲ
ル
(
の
・
巧
・
目
出
品
巴
)
は
『
歴
史
哲
学
』
(

R

〈

R
F
s
a
s
S常

任
∞
冨
己
O
印

O
M
)
Y広
島
田
円
。
四
回
口

E
口

Em--uH
∞∞凶

¥
5
8
w
p
y円
E
B匂
(
巧
R
E

HM)w
目
白
斗
。
)
に
お
い
て
、
普
遍
的
な
世
界
精
神
が
自
己
展
開
し
て
、
世
界

史
を
構
成
し
て
い
く
姿
を
叙
述
す
る
が
、
こ
の
世
界
精
神
(
号
円

c
s
a

門
戸
角
巧
巴
仲
)
は
、
上
記
の
、
真
の
全
体
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
の
構
造
に
関
し
て
は
、
い
か
な
る
対
立
を
も
解
消
し
た
、
と
り
わ
け
、
意
識

と
意
識
さ
れ
る
対
象
、
意
識
さ
れ
る
は
ず
の
対
象
と
い
っ
た
対
立
さ
え
解
消
し

た
、
究
極
の
統
一
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
『
法
哲
学
』
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荒

木

正

見

(
去
の
門
戸
口
(
臣

E
S
門

-
R
H
U
E
Z印
O
M
)
}比
四
門
円
冊
目

H
N
2
y
g
J
H
∞
N
-
w
mロ
}
弓
}
内
自
国
間
)

(
巧
∞
門
官
ご
・
目
。
弓
)
に
お
い
て
、
実
体
と
し
て
の
精
神
が
現
存
在

2
2

ロ
虫
色
ロ
)
と
し
て
の
表
わ
れ
の
姿
を
歴
史
に
お
い
て
持
つ
時
、
「
世
界
史
に
お

い
て
は
内
面
性
と
外
面
性
の
全
領
域
に
お
け
る
精
神
的
現
実
世
界
で
あ
る
(
悶

ω企
)
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
べ
て
の
歴
史
的
事
象
は

他
の
す
べ
て
の
事
柄
と
同
様
、
少
な
く
と
も
構
造
的
に
は
こ
の
よ
う
な
唯
一
の

存
在
と
し
て
の
統
一
態
が
自
己
展
開
す
る
こ
と
の
一
側
面
で
あ
る
と
い
え
る
。

以
上
を
前
提
と
し
て
、
考
察
は
遂
行
さ
れ
る
が
、
小
論
で
は
、
あ
る
歴
史
的
映

像
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
れ
は
、
上
の
全
体
の
あ
る
一
瞬
を
切
り
取
っ
た
も
の
に

す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
切
り
取
っ
た
そ
の
こ
と
が
、
既
に
特
殊
な
主
観
的
認
識

作
用
が
或
る
歴
史
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
歴
史
的
事
件
で
あ
ろ
う
し
、

そ
こ
に
描
か
れ
る
映
像
は
そ
の
対
象
と
し
て
の
歴
史
的
事
件
で
あ
る
。
そ
の
映

像
は
歴
史
の
全
体
か
ら
如
何
に
切
り
取
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
歴
史
的
に
い
か
な
る

本
質
的
意
味
を
持
つ
の
か
。
そ
れ
が
、
紙
数
を
限
ら
れ
た
小
論
の
問
題
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
、
二
枚
の
写
真

さ
て
、
そ
の
映
像
と
は
、
山
口
県
下
関
市
の
亀
山
八
幡
宮
と
そ
の
周
辺
を
撮
っ



た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
二
枚
の
写
真
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
が
、
横
浜
開
港
資
料
館
蔵
の
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
ベ
ア
ト

∞
E
S
-
-∞
包
|
叶
・
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
後
イ
ギ
リ
ス
に
帰
化
)
の
手
に
よ
る

幕
末
期
、
お
そ
ら
く
は
元
治
元
年
(
一
八
六
四
)
八
月
の
馬
開
戦
争
直
後
に
撮

影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
写
真
で
あ
る
。
ま
た
、
『
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
ベ
ア
ト
写

真
集
/
幕
末
日
本
の
風
景
と
人
び
と
』
(
横
浜
開
港
資
料
館
編
、
明
石
書
居
、

一
九
八
七
)
に
は
、
原
写
真
に
添
え
ら
れ
た
解
説
と
と
も
に
「
亀
山
八
幡
宮
で

+クつ円
A
U
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① 

『フエリックス・ベアト写真集/幕末日本の風景と人びと』
(横浜開港資料館編、明石書底、 19 8 7)による

当

亀

写真A

(司∞ロ
H

と
し
て

掲
載
さ

れ
て
い

る
r-.. 

二
二
息
。

で
は
、

こ
れ
ら

の
写
真

は
、
本

山
八
幡

宮
な
の

で
あ
ろ

う
か
。筆

者

は
ま
ず
、

写
真
映

像
と
今
日
の
風
景
と
の
類
比
を
探
る
と
い
う
目
的
の
も
と
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
な
っ
た
。
な
お
、
写
真
は
、
横
浜
開
港
資
料
館
で
直
接
鑑
賞
す
る
の
が

最
適
で
あ
り
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
上
記
の
写
真
集
を
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。

小
論
の
写
真
A
、
写
真
B
は
、
上
記
の
写
真
集
よ
り
コ
ピ
ー
し
た
も
の
に
、
説

明
の
便
宜
上
ナ
ン
バ
ー
を
打
っ
た
。

[
写
真
A
]
石
段
の
写
真

こ
の
写
真
は
、
『
下
関
市
史
藩
制
|
明
治
前
期
』
(
下
関
市
役
所
・
昭
和
三

九
年
三
月
一
日
発
行
)
に
お
い
て
す
で
に
「
当
時
の
亀
山
八
幡
宮
」
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
(
三
八
八
頁
)
。
ま
た
、
狩
野
芳
崖
筆
の
『
馬
関
真
景
圃
巻
』

(
一
八
四
二
)
(
款
は
「
天
保
十
三
寅
年
二
月
狩
野
松
隣
十
五
歳
写
之
」
と
あ
る
。
)

に
よ
れ
ば
、
玉
垣
・
灯
篭
な
ど
は
写
真
よ
り
乏
し
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
こ
の
写
真

を
努
需
と
さ
せ
る
亀
山
八
幡
宮
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
幕
末
期
に
描
か
れ

た
で
あ
ろ
う
版
画
『
大
日
本
海
陸
名
所
園
舎
』
(
玉
蘭
斎

(
H
五
雲
亭
と
も
称

す
)
貞
秀
画
・
伊
勢
屋
匝
之
助
発
行
)
や
「
西
国
名
所
之
内
其
三
』
(
同
画
)

で
は
、
こ
れ
よ
り
や
や
灯
篭
や
鳥
居
が
多
い
よ
う
に
見
え
る
。
さ
ら
に
、
『
亀

山
叢
書
下
関
外
史
』
(
亀
山
八
幡
宮
社
務
所
・
昭
和
四
八
年
一
二
月
発
行
)

所
収
の
、
昭
和
の
埋
立
て
以
前
の
「
亀
山
の
浜
」
の
図
(
今
井
平
馬
画
)
で
は
、

写
真
と
酷
似
し
た
玉
垣
、
灯
篭
、
鳥
居
が
描
か
れ
て
い
る
(
四
四

O
頁
)
。
以

上
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
写
真
は
亀
山
八
幡
宮
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測

で
き
る
。

し
か
し
、
絵
に
は
、
デ
フ
ォ
ル
メ
や
省
略
が
つ
き
も
の
で
あ
る
し
、
模
写
も

十
分
に
あ
り
う
る
。
従
っ
て
、
よ
り
直
接
的
な
証
拠
を
も
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

「

弘

、

O

J
ム・
'
L
Vそ

こ
で
、
小
論
で
は
、
写
真
の
各
部
の
歴
史
を
確
認
し
つ
つ
、
そ
こ
に
写
っ

て
い
る
風
景
や
建
造
物
と
、
今
日
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
こ
と
を
試
み
た
。



①
石
段
下
写
真
A
で
は
海
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
防
長
寺
社
由
来
第
七

巻
』
(
山
口
県
文
書
館
・
昭
和
六
一
年
二
月
一

O
日
発
行
)
所
収
の
「
長
府
領

亀
山
略
記
巻
之
四
」
に
お
け
る
「
亀
山
社
立
丈
尺
略
記
」
(
享
保
七
年
寅

五
月
(
一
七
二
二
)
記
)
に
よ
れ
ば
、
「
鳥
井
之
浜
在
南
之
石
壇
下
東
西

七
間
南
北
一
間
余
」
と
記
さ
れ
て
い
る
(
四
六
九
頁
)
。
一
間
余
り
の
浜
で
あ

る
か
ら
、
干
満
に
よ
っ
て
は
海
水
が
石
段
を
洗
う
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
場
所
は
今
日
で
は
国
道
九
号
線
と
な
っ
て
い
る
が
、
上
記
の
絵

画
資
料
で
は
、
近
く
と
も
大
正
以
前
は
こ
こ
に
は
自
然
の
浜
が
あ
る
。

埋
立
て
に
つ
い
て
は
、
上
記
『
亀
山
叢
書
下
関
外
史
』
に
お
け
る
「
亀
山
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表 l ド開港湾史

万延元年(1860)Pli内問屋による浴拘綾諜(=港脳り)。

文久元年(1861)!南部l町地先の埋立て完成。

明治19年(1875) i 亦!間関築港運動の~開。

明治20年(1887)l 山口県による亦間開港改修計画。嶋IIJ車検査所の設置。

明治21!F(1888) i ムルドルの「出削損~Iii十両家 J 。

明治22年(1889)i (必IIU関市誕生.) 

!石段、米 主、g(粉、雌貨の特別槍111港となる岨

明治23年(1890)i亦l間関市による岬之町 崎戸聞の捜滋工場。

i (製塩幽兵太隊投出。米凶暴語。)

叩trn26年(1893)i応i削凶伐備会社設立。

明治27年(1894)1廊間関rlJ独自による初の港湾笹尚{取市部町ー白戸)に着手。

! (11消戦争。)

明治28年(1895)! (H i占講和談判。宇鴻車道遊。)

明治30年(1897)! iR南部町ー府戸卜IJ丘白梅岸域担 1'[1'.$完成。

!脳戸田町の誕生。町立地に税凶111弧所、凶作1渡船場の訟悩ω

明治33年(1900)i伐禍完成.

明治34'f.(1901)!同組紅、豊前日1.竹崎など市域困問海仰の埋立て完成.

llJI脳鉄道 成剖I-，m削肉l国全線開通。郎関駅開望。

明治35年(1902)i (下関市に改抗。)

明治38年(1卯5)! (関董航路凶設。阿胡、陀寺町、 1ft血の魚ili場市常化。)

明治39年(1906) ; (111臨鉄道、関董述縮船の[司有化。}

明治45年(1912) i阿弥陀与町先に雄 )'l1也完成.

大 1f.2年(1913)! (下関築地騒動。下風l港第一l制改良工事錨 1:中止。)

火正10年(1921) !下関港湾改良第一 tQIJ:事地鎮祭u

大正13年(1924)ilHP魚市副開設.

制和5年(1930)iド開港湾改良昂 ，'WI工事完成.

町HII8年(1933) iI担葉市場完成.).:.ド開港鉱議期成会結成。第二期工場を希望。

昭島19年(1934) 臨地銀道線凶通

昭如16年(1941) !下問地湾改良笥 :.:tQU事完成。(広平洋戦争に入る。)

間制17年(1942)11瑚門銀追トンネル開通。ド関駅務転。

町制20年(1倒的 jドl瑚k空襲。米!jlによる慢笛股 f.地拘保能麻坤. (戦争終結.) 

町HII25年(1950)i港湾法。関門地としての副生。

の
浜
」
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
昭
和
の
再
度
の
埋
立
で
門
前
市
を
な
し
」
と
あ

る
が
(
四
四

O
頁
)
、
そ
れ
は
、
昭
和
八
年
の
唐
戸
市
場
完
成
を
指
す
。

下
関
に
と
っ
て
は
埋
立
て
に
し
ろ
、
市
場
に
し
ろ
、
江
戸
時
代
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
、
最
重
要
の
事
業
で
あ
っ
た
。
小
論
の
展
開
と
も
関
連
す
る
の
で
、

「
下
関
市
史
市
制
施
行
終
戦
』
(
下
関
市
役
所
・
昭
和
五
八
年
三
月
一
三
日

発
行
)
な
ど
か
ら
、
赤
間
関
(
お
お
む
ね
今
日
の
唐
戸
を
中
心
と
し
た
地
域
)

に
お
け
る
港
湾
の
歴
史
を
箇
条
的
に
抜
き
出
し
て
み
た
の
が
表
ー
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
概
略
的
に
一
不
さ
れ
る
よ
う
に
、
下
関
に
お
け
る
埋
め
立
て
は
、

港
湾
整
備
が
最
大
の
目
的
で
あ
っ
た
。

で
は
、
亀
山
八
幡
宮
南
下
の
埋
め
立
て
が
完
成
し
た
の
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
の
風
景
か
ら
遡
れ
ば
(
写
真
l
参
照
)
、

ま
ず
現
在
の
石
段
西
に
拡
が
る

唐戸市場軒下から亀山宮南石段を望む

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

階
建
の
唐
戸
市
場
や
国

道
九
号
線
を
含
む
風
景

が
成
立
し
た
の
は
、
昭

和
八
年
三
月
(
一
九
三

一
二
)
の
魚
菜
市
場
完
成

落
成
式
の
時
で
あ
る
。

た
だ
し
、
当
時
の
絵
葉

写真 l

書
や
聞
き
取
り
に
よ
れ

ば
、
今
日
の
風
景
と
は

唯
一
異
な
っ
て
、
石
段

西
下
に
は
市
場
と
石
垣

の
聞
に
コ
ニ
好
写
真
館
」

と
い
う
モ
ダ
ン
な
写
真
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館
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
先
の
『
亀
山
叢
書
下
関
外
史
』
に
お
け
る

「
亀
山
の
浜
」
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
に
い
わ
ゆ
る
「
亀
山
の
浜
」
は
決

定
的
に
消
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
埋
め
立
て
そ
の
も
の
は
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
。
「
明
治
三

二
年
博
管
社
発
行
の
赤
間
関
市
街
旅
客
案
内
図
」
に
よ
れ
ば
、
以
前
に
は
突
き

出
し
て
い
た
神
社
南
石
段
下
の
す
ぐ
両
脇
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
「
下
ノ
関
病
院
」

等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
明
治
四
四
年
上
山
文
栄
堂
発
行
の
下
関
新
市

街
図
」
に
よ
れ
ば
、
石
段
西
下
に
は
青
物
市
場
が
記
し
て
あ
る
。
聞
き
取
り
で

は
、
明
治
末
期
に
は
バ
ナ
ナ
市
場
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
た
が
こ
れ
が
相
当
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
大
正
八
年
騒
々
堂
発
行
の
地
図
」
に
よ
れ
ば
、

石
段
下
を
挟
む
よ
う
に
し
て
「
料
亭
海
月
」
、
魚
市
場
、
倉
庫
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
絵
葉
書
に
は
、
石
段
を
挟
ん
で

市
場
、
料
亭
ら
し
き
大
き
な
屋
根
が
写
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は

ま
だ
、
石
段
下
か
ら
直
接
海
に
降
り
る
こ
と
は
で
き
た
よ
う
で
あ
る
し
、
地
図

か
ら
も
こ
こ
を
東
西
に
抜
け
る
道
路
は
無
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
「
昭

和
四
年
の
地
図
(
『
下
関
市
史
市
制
施
行
l
終
戦
』
所
収
ど
に
よ
れ
ば
、
そ

の
個
所
の
埋
め
立
て
が
中
途
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
石
段
下
の
埋
め
立
て
は
、
決
し
て
一
時
に
行
わ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
徐
々
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
も
、

そ
の
詳
細
を
他
の
場
所
と
比
較
し
て
み
る
と
、
石
段
直
下
の
埋
め
立
て
が
最
後

ま
で
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
の
理
由
を
直
接
語
る
資

料
は
手
に
入
ら
な
か
っ
た
が
、
聞
き
取
り
に
そ
の
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
今
日
神
社
の
石
段
下
を
車
が
騒
が
し
く
通
り
過
ぎ
る
の
は

け
し
か
ら
ん
、
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
赤
間
の
商
庖
街
ゃ
、
氏
子
の
話

と
し
て
聞
い
た
こ
の
内
容
に
は
、
歴
史
的
意
味
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
石
段

に
つ
い
て
の
考
察
ゃ
、
総
括
的
考
察
で
改
め
て
述
べ
る
。

②
大
鳥
居
写
真
A
の
大
鳥
居
は
現
在
で
は
他
の
鳥
居
に
換
え
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
も
の
は
、
「
昭
和
八
年
十
月
吉
日
」
(
一
九
三
三
)
と
記
銘
さ
れ
て
い
る

巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
表
ー
に
よ
れ
ば
、
昭
和
八
年
は
石
段
下
の
市
場
が
今
日

の
姿
に
整
備
さ
れ
た
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
際
、
鳥
居
も
寄
進
さ
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
で
は
、
写
真
A
の
大
鳥
居
は
ど
こ
に
移
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

神
社
で
の
聞
き
取
り
と
、
写
真
と
実
物
と
の
比
較
対
照
で
、
そ
れ
は
、
今
日
の

神
社
北
側
の
車
道
入
口
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
、

こ
の
鳥
居
の
寄
進
時
期
は
摩
滅
し
て
い
て
読
み
取
れ
な
い
が
、
住
に
記
銘
さ
れ

て
い
る
、
「
伊
勢
屋
小
四
郎
、
長
府
屋
藤
右
衛
門
、
長
府
屋
孫
八
」
等
の
名
が
、

『
天
保
九
年
・
赤
間
関
人
別
帳
』
(
一
八
三
八
)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ほ

ぼ
そ
の
頃
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
昭
和
八
年
か
ら
昭
和
田

O
年
頃
の

車
道
建
設
ま
で
は
、
唐
戸
町
に
建
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

③
石
灯
篭
こ
の
石
灯
篭
は
写
真
A
と
実
物
と
の
比
較
対
照
に
よ
り
、
ほ
ぼ
同

じ
場
所
、
今
日
の
鳥
居
両
横
に
あ
る
「
嘉
永
三
庚
成
正
月
吉
祥
日
」
(
一
八
五

O
)
と
記
銘
さ
れ
た
灯
篭
で
あ
ろ
う
(
写
真
1
参
照
)
。

④
石
灯
篭
こ
の
石
灯
篭
は
写
真
A
と
実
物
と
の
比
較
対
照
に
よ
り
今
日
ほ
ぽ

同
じ
標
高
と
同
じ
場
所
に
対
に
な
っ
て
い
る
「
文
政
一
二
年
己
丑
九
月
」
(
一

八
二
九
)
と
記
銘
さ
れ
た
灯
篭
で
あ
ろ
う
。

⑤
石
灯
篭
こ
の
石
灯
篭
は
今
日
同
じ
場
所
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、

石
段
西
下
に
、
半
ば
放
置
さ
れ
て
い
る
一
対
の
石
灯
篭
(
一
基
は
す
で
に
壊
れ

て
、
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
。
)
と
、
全
体
の
形
、
大
き
さ
、
擬
宝
珠
が
類

似
し
て
い
る
(
写
真
2
参
照
)
。
「
安
政
三
丙
民
三
月
吉
日
」
(
一
八
五
六
)
と
記

銘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
写
真
A
当
時
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
神

社
で
の
聞
き
取
り
で
は
長
く
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
を
近
年
に
な
っ
て
現
在
の
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よ
う
に
設
置
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
昭
和
八
年
の
改
修
亘
前
の
絵
葉
書
に

は
、
一
基
が
先
の
灯
篭
(
③
)
の
近
く
に
建
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
が
、
改
修

完
成
直
後
の
絵
葉
書
に
は
、
一
基
が
ほ
ぼ
現
在
の
場
所
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
後

戦
災
な
ど
の
た
め
に
放
置
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑥
狛
犬
こ
の
狛
犬
は
写
真
A
と
実
物
と
の
比
較
対
照
に
よ
り
、
ほ
ぼ
閉
じ
場

所
、
今
日
の
鳥
居
傍
に
在
る
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
。
先
の
灯
篭
(
④
)
と

同
じ
「
文
政
一
二
年
己
丑
九
月
」
(
一
八
二
九
)
と
記
銘
さ
れ
て
い
る
。

⑦
玉
垣
と
石
段
こ
の
両
者
は
、
写
真
A
と
類
似
し
て
は
い
る
も
の
の
、
比
較

す
れ
ば
、
今
日
で
は
石
段
も
広
く
、
玉
垣
も
二
重
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
改
修
時
期
は
、
「
昭
和
八
年
二
月
竣
工
」
(
一
九
三
三
)
と
い
う
銘
石
が
埋

め
こ
ま
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
(
写
真
3
参
照
)
。
か
く
し
て
昭
和
八
年
に
は
、

石
段
下
の
市
場
建
設
に
留
ま
ら
ず
、
大
鳥
居
を
は
じ
め
神
社
の
こ
の
南
石
段
を

も
大
改
修
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
る
。

も
ち
ろ
ん
改
修
前
の
絵
葉
書
や
絵
図
が
、
写
真
A
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
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い
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
こ
の
石
段

てる図
も 。 で
よ少あ
い な る
。くと
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もろ
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し
か
し
、

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
石
段
が
海
に
通
じ
る
必
然
性
は
何

で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
手
掛
か
り
と
す
べ
き
は
祭
ら
れ
て
い
る
神
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
当

然
な
が
ら
臆
神
天
皇
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
仲
哀
天
皇
、
神
功
皇
后
、
そ
し
て
、

仁
徳
天
皇
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
皇
室
に
ま
つ
わ
る
神
の
場
合
、

太
陽
信
仰
と
し
て
の
天
照
大
神
と
の
関
係
か
ら
神
社
は
南
面
す
る
こ
と
を
基
本

と
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
律
令
制
と
い
う
現
実
政
策
と
の
一
環
と
し
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て
、
全
国
の
神
社
が
統
一
化
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、
古
来
自
然
発
生
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
方
向
を
向
い
て
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
社
殿
が
次
第
に
南
面
し
て
い
っ
た
痕

跡
も
見
え
る
の
で
あ
る
(
例
・
長
門
住
吉
神
社
)
。
か
く
し
て
、
亀
山
八
幡
宮

の
場
合
も
、
信
仰
上
、
一
般
的
に
南
を
正
面
と
し
、
た
と
え
そ
こ
が
海
で
あ
ろ

う
と
正
面
の
石
段
を
必
要
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
亀
山
八
幡
宮
の
起
源
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
防
長

寺
社
由
来
第
七
巻
』
所
収
の
「
長
府
領
亀
山
略
記
巻
之
こ
に
お
け
る

「
亀
山
宮
起
源
略
記
」
(
享
保
七
年
寅
五
月
(
一
七
二
二
)
記
)
で
は
、
清
和
天

皇
の
貞
観
己
卯
元
年
一
二
月
(
八
五
九
)
に
勅
命
に
よ
り
、
宇
佐
八
幡
宮
を
京

都
の
男
山
に
勧
請
す
る
途
中
立
ち
寄
っ
た
、
こ
の
亀
山
の
地
に
神
霊
を
祭
る
よ

う
に
と
の
神
託
が
あ
り
、
そ
の
後
、
社
を
造
営
し
た
と
あ
る
(
四
五
七
頁
)
。

と
こ
ろ
で
、
同
「
長
府
領
亀
山
略
記
巻
之
一
」
に
お
け
る
「
亀
山
之
記
」

(
享
保
七
年
寅
五
月
(
一
七
二
二
)
記
)
で
は
「
経
長
門
赤
間
関
繋
船
於
南
岸

泊
亀
山
之
麓
」
と
、
「
南
岸
」
と
い
う
位
置
を
明
記
し
て
あ
る
。
さ
ら
に
同
文

書
で
は
、
「
亀
山
」
と
い
う
地
名
が
宇
佐
神
地
の
名
山
に
因
ん
だ
、
と
い
う
説

明
に
始
ま
っ
て
こ
の
地
の
秀
逸
を
説
明
す
る
際
に
殊
更
に
「
千
尋
斯
石
巌
々
以

接
南
海
、
三
面
者
商
責
之
家
隔
以
宮
叢
」
と
、
南
に
聞
け
て
い
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る
(
四
五
七
頁
)
。
こ
の
南
面
は
、
先
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
も

言
え
よ
う
。
ま
た
、
起
源
に
関
し
て
の
ひ
と
つ
の
推
測
と
し
て
、
字
佐
か
ら
都

を
目
指
す
重
要
な
水
路
で
あ
る
瀬
戸
内
海
に
入
っ
て
方
向
を
変
え
る
際
、
必
ず

留
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
赤
間
関
と
い
う
地
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
地
理
的
に
も
信
仰
的
に
も
、
由
緒
深
い
宇
佐
八
幡
宮
の
方
向
に
正
面
を
向

け
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
の
石
段
に
関
す
る
祭
事
は
行
わ
れ
な
い
の
か
。
聞
き
取
り
に
よ
れ

ば
神
輿
の
発
着
以
外
に
は
今
日
は
な
ん
ら
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
『
防

長

寺

社

由

来

第

七

巻

』

所

収

の

「

長

府

領

巻

之

三

」

に

お

け

る
「
年
中
祭
杷
之
略
記
」
(
享
保
七
年
寅
五
月
(
一
七
二
二
)
記
)
に
よ
る
と
、

六
月
晦
日
の
行
事
と
し
て
、
次
の
記
述
が
見
ら
れ
る
(
四
六
五
四
六
六
頁
)
。

す
な
わ
ち
、
神
宮
が
神
宝
器
を
持
ち
、
南
門
前
か
ら
船
に
乗
り
、
梓
歌
や
楽
器

が
演
奏
さ
れ
る
中
、
東
岸
に
着
き
、
鎮
守
八
幡
宮
(
現
在
の
阿
弥
陀
寺
町
赤
間

神
宮
東
隣
)
か
ら
出
た
神
輿
と
相
迎
え
て
行
事
を
し
、
ま
た
、
船
に
乗
っ
て
、

亀
山
宮
石
段
下
に
神
事
の
為
に
仮
設
さ
れ
た
御
旅
殿
に
着
く
。
こ
こ
で
は
、
神

拝
神
供
神
楽
六
月
放
の
行
事
、
茅
輸
を
貫
く
儀
式
な
ど
が
行
わ
れ
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

亀
山
略
記

こ
の
行
事
は
、
一
年
の
真
ん
中
の
行
事
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
隣
の
鎮
守
八
幡
宮
(
神
社
の
由
緒
は
、
亀
山
八
幡
宮
と
全
く
同
じ
。
)
と

の
関
係
な
ど
は
、
今
後
の
研
究
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
最
短
の
陸
上

を
行
く
の
で
は
な
く
、
敢
て
南
石
段
か
ら
海
に
出
た
り
、
そ
の
浜
に
御
旅
殿
を

設
け
て
儀
式
を
行
う
と
こ
ろ
に
、
や
は
り
、
特
別
の
神
秘
性
を
感
じ
ざ
る
を
得

、l
h

、。
J
j巴

'uこ
の
こ
と
は
、
最
後
ま
で
埋
め
立
て
が
遅
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
考
え
事
り
れ

て
よ
い
。

一
方
、
玉
垣
で
あ
る
が
、
寄
進
者
の
記
銘
な
ど
を
調
べ
る
と
、
今
日
の
も
の

に
は
最
低
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
判
る
。
こ
の
う
ち
内
側
に
あ
る
低
い

手
す
り
状
の
も
の
は
、
絵
葉
警
な
ど
か
ら
昭
和
八
年
改
修
の
際
の
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
外
側
の
、
寄
進
者
銘
の
あ
る
玉
垣
は
、
石
の
摩
滅
や
補
修
の
仕
方
か

ら
写
真
A
に
写
っ
て
い
る
も
の
を
改
修
の
際
、
並
び
替
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

当
初
の
建
設
の
正
確
な
年
代
は
確
定
で
き
な
い
が
、
『
馬
関
真
景
圃
巻
』
に
は

な
く
、
「
見
布
仲
買
商
」
「
但
州
瀬
戸
米
屋
吉
右
衛
門
」
な
ど
と
あ
る
と
こ
ろ

を
み
る
と
(
写
真
4
参
照
)
、
具
体
的
な
歴
史
と
の
関
係
か
ら
、
交
易
が
広
範
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か
つ
自
由
に
行
わ
れ
た
幕
末
に
近
い
時
期
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

他
の
灯
篭
や
鳥
居
な
ど
と
の
関
係
か
ら
、
嘉
永
か
ら
安
政
頃
で
は
な
い
か
と
推

定
さ
れ
る
。

⑧
船
番
所
『
馬
関
真
景
圃
巻
』
や
『
大
日
本
海
陸
名
所
園
舎
』
に
描
か
れ
る

船
番
所
と
酷
似
し
て
い
る
の
で
ほ
ぼ
間
違
い
は
な
い
。
南
石
段
東
下
の
こ
の
地

は
、
『
馬
関
真
景
圃
念
』
で
特
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

九
州
方
面
へ
の
渡
し
場
と
し
て
の
「
堂
崎
の
渡
し
」
が
こ
の
地
で
あ
り
、
街
道

と
し
て
は
山
陽
道
の
起
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
当
然
番
所
が
設
置
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
古
来
亀
山
宮
下
が
そ
の
よ
う
な
重
要
な
地
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今

後
の
考
察
の
ひ
と
つ
の
要
点
に
も
な
る
。

[
写
真
B
]
鳥
居
の
写
真

こ
の
写
真
も
と
り
あ
え
ず
は
亀
山
八
幡
宮
の
も
の
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
そ
の
根
拠
を
論
じ
確
定
し
た
資
料
を
捜
し

出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
写
真
A
と
同
様
に
し
て
、
そ
の
根
拠
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を
探
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

①
石
灯
篭
こ
の
石
灯
篭
と
形
の
似
た
も
の
を
、
亀
山
八
幡
宮
で
探
し
た
と
こ

ろ
、
神
社
西
の
石
段
上
り
口
に
あ
る
一
対
の
も
の
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ

た
(
写
真
5
参
照
)
。
ま
ず
、
全
体
の
姿
形
は
、
ま
っ
た
く
う
り
二
つ
と
言
っ

て
よ
い
。
た
だ
し
、
北
側
の
も
の
は
、
中
央
部
が
失
わ
れ
た
と
み
え
て
(
後
述
)
、

i⑤ 

~唱ド a箇』
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近
年
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

同
じ
形
に
補
修
さ
れ
て

い
る
の
で
、
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は
写
真
向
か
っ
て
右
に

ほ
と
ん
ど

相
当
す
る
南
側
の
も
の

を
考
察
の
対
象
に
す
る

(
写
真
6
参
照
)
。
は
じ

め
に
そ
の
石
灯
篭
の
記

銘
で
あ
る
が
、
写
真
で

は
西
側
面
に
「
奉
寄
進
」
、

北
側
面
に
「
常
夜
燈
」

と
あ
る
。
そ
し
て
、

a珂蝉

副司

の
西
石
段
の
も
の
も
、

同
じ
書
体
で
そ
の
と
お

亀山宮西石段・安永四年寄進の

石灯箆

写真6

」ー

り
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
石
段
の
石
灯
篭
の
寄
進
年
月
は
、
「
安
永
四

乙
未
九
月
」
(
一
七
七
五
)
と
記
さ
れ
て
お
り
、
写
真

B
が
撮
ら
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
時
代
に
は
既
に
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
灯
篭
の
高
さ
で
あ
る
が
、

写
真
B
で
座
っ
て
い
る
人
物
は
、
当
時
の
平
均
的
体
格
と
し
て
身
長
が
一
五
五

セ
ン
チ
程
度
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
石
灯
篭
は
そ
の
基
段
が
四
段
の
う
ち
一
番
下

の
段
が
地
中
に
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
体
格
よ
り
約
二

0
セ
ン
チ
身
長
差

が
あ
る
筆
者
が
傍
ら
に
立
つ
と
頭
が
灯
篭
の
傘
の
縁
を
や
や
越
え
る
程
度
と
な

り
、
す
べ
て
を
計
算
す
れ
ば
写
真
B
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
写
真
B
と
今
日
の
、
石
灯
篭
と
石
段
上
り
口
に
あ
る
玉
垣
親
柱

(
写
真
B
で
は
左
端
)
の
位
置
を
比
較
す
る
と
、
数
メ
ー
ト
ル
の
ず
れ
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
日
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
い
る
数
メ
ー
ト
ル
手
前
の
残
さ

れ
た
土
の
部
分
を
薄
く
剥
い
で
み
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
写
真
B
の
石
灯
篭
の

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
あ
た
り
に
、
参
道
の
ス
テ
ッ
プ
を
思
わ
せ
る
石
が
横
た
わ
っ

て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
こ
こ
が
、
写
真
B
の
鳥
居
の
位
置
で
あ
る
と
す
る
な

ら
、
そ
の
角
度
と
い
い
距
離
と
い
い
符
号
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
ま
ず
、

写
真
B
が
こ
の
西
石
段
上
り
口
の
写
真
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
き
た
と

い
・
え
ヲ
匂
。

②
玉
垣
西
石
段
の
玉
垣
は
し
ば
し
ば
改
修
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今

日
残
る
玉
垣
の
一
番
初
め
の
建
設
は
、
玉
垣
の
記
銘
石
か
ら
、
「
天
明
五
乙
巳
」

(
一
七
八
五
)
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
で
は
、
写
真
B
左
端
の
親
住
で
あ
る
が
、

大
き
さ
形
は
そ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
、
記
銘
の
文
字
の
形
が
、
今
日
の
「
物
品

問
屋
組
合
員
」
と
は
異
な
る
。
そ
こ
で
四
本
の
親
柱
を
調
査
し
て
み
る
と
、
四

本
が
四
本
と
も
補
修
な
ど
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
最
上
部
北
側
の

親
柱
に
至
っ
て
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
の
上
に
か
ろ
う
じ
て
花
闘
岩
の
古
い
擬
宝

珠
が
乗
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
(
こ
の
状
態
の
最
大
の
理
由
で
あ
る
戦
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争
に
関
し
て
は
後
述
。
)
。
そ
の
中
で
、
最
上
部
南
側
の
親
柱
は
、
電
灯
の
鉄
柱

が
締
め
付
け
ら
れ
て
い
る
鉄
金
具
の
隙
聞
か
ら
「
奉
寄
進
」
と
、
写
真
B
と
同

様
大
き
く
彫
り
こ
ま
れ
て
い
る
の
が
窺
え
る
。
ま
た
、
そ
の
裏
側
に
は
、
「
天

明
五
乙
巳
」
(
一
七
八
五
)
と
い
う
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
写
真

7
参
照
)
。
か
く
し
て
、
写
真
B
が
こ
の
西
石
段
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い

な
い
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
写
真
B
に
写
っ
て
い
る
大
き
な
建
造
物
、

す
な
わ
ち
大
鳥
居
(
③
)
や
、
寺
と
お
ぼ
し
き
も
の
(
④
)
、
そ
し
て
、
狛
犬

(
⑤
)
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
歴
史
を
省
み
つ
つ
、
そ
れ
ら

を
考
察
す
る
。

③
大
鳥
居
写
真
B
が
西
石
段
上
り
口
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
問
題
に
な
る
の

が
、
写
っ
て
い
る
大
鳥
居
で
あ
る
。
今
日
こ
の
辺
り
に
は
、
二
基
の
鳥
居
が
あ

る
が
、
石
段
直
下
の
も
の
は
、
「
昭
和
三
年
十
一
月
」
(
一
九
二
八
)
と
あ
り
、

唐
戸
商
庖
街
側
入
口
の
も
の
は
、
「
昭
和
二
十
九
年
五
月
」
(
一
九
五
四
)
と
あ

る
。
ま
た
、
境
内
改
修
の
際
掘
り
出
さ
れ
、
残
片
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
も
の

映像の歴史哲学71 

が
、
本
殿
南
下
に
立
て
て
あ
る
が
、
「
天
保
十
年
己
亥
九
月
」
(
一
八
三
九
)
と

記
さ
れ
た
年
号
は
適
合
す
る
も
の
の
、
や
や
写
真
B
よ
り
細
い
印
象
を
受
け
る
。

従
っ
て
、
当
面
行
方
不
明
と
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
気

に
な
る
の
は
、
な
ぜ
こ
の
鳥
居
が
、
と
り
わ
け
極
端
に
行
方
不
明
と
な
る
の
か
、

ま
た
、
「
昭
和
三
年
」
の
鳥
居
さ
え
上
半
分
が
す
っ
か
り
補
修
さ
れ
て
い
る
の

か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
以
下
の
考
察
と
と
も
に
触
れ
る
。

④

寺

写

真

B
の
石
段
南
側
に
写
っ
て
い
る
建
築
群
は
寺
で
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。
現
在
、
こ
の
石
段
南
側
は
、
同
様
な
地
形
な
が
ら
す
っ
か
り
民
家
に
な
っ

て
い
る
。
で
は
、
こ
の
場
所
に
寺
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
画
典
通
考

巻
二
』
に
は
、
略
図
な
が
ら
「
神
宮
寺
丁
」
と
こ
の
辺
り
に
は
町
名
が
記
し

て
あ
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
「
大
正
八
年
駿
々
堂
発
行
の
地
図
」
に
記
さ
れ
る

よ
う
に
、
亀
山
八
幡
宮
西
下
の
通
り
は
近
年
ま
で
「
神
宮
寺
町
」
も
し
く
は

「
神
宮
司
町
」
と
呼
ば
れ
、
地
図
上
か
ら
町
名
が
消
え
た
今
日
も
な
お
そ
う
呼

ぶ
人
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
昭
和
二

O
年
ま
で

は
石
段
下
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
で
鳥
居
が
あ
り
、
そ
の
神
宮
寺
通
り
に
面
し
て
い

た
と
い
う
。
写
真
B
の
通
り
の
並
び
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
感
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
神
宮
寺
通
り
は
こ
の
西
石
段
下
の
辺
り
が
ふ
く
ら
ん
で
広
場
の
よ
う
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道
路
の
場
所
さ
え
今
日
と
は
全
く
異
な
る
そ
の

風
景
は
、
「
大
正
八
年
騒
々
堂
発
行
の
地
図
」
で
も
窺
え
る
し
、
写
真
B
の
感

じ
も
そ
の
通
り
で
あ
る
。
さ
て
、
問
題
は
こ
の
「
神
宮
寺
」
で
あ
る
。
こ
の
場

所
は
、
戦
前
に
は
す
で
に
、
青
果
庖
や
時
計
屈
に
な
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
一
帯
に
寺
が
存
在
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

本
来
は
神
仏
習
合
思
想
に
よ
っ
て
文
明
年
間
(
十
五
世
紀
)
に
亀
山
八
幡
宮
の

神
宮
寺
と
し
て
作
ら
れ
た
「
福
生
寺
」
で
あ
る
。
そ
の
後
福
生
寺
は
亀
山
八
幡

宮
の
社
坊
か
ら
離
れ
、
阿
弥
陀
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
。
『
下
関
市
史
藩
制
|
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明
治
前
期
』
に
よ
れ
ば
、
神
仏
分
離
令
(
一
八
六
八
)
そ
し
て
排
仏
接
釈
論
に

よ
っ
て
、
明
治
三
年
(
一
八
七

O
)
五
月
、
阿
弥
陀
寺
は
廃
寺
、
所
在
の
安
徳

天
皇
陵
を
も
っ
て
赤
間
宮
と
な
り
、
末
寺
は
荒
廃
し
た
。
福
生
寺
も
、
明
治
二

O
年
頃
つ
い
に
没
落
、
在
家
に
構
造
を
改
め
、
寺
号
は
消
失
し
た
と
さ
れ
る

(八

O
二
頁
)
。

⑤
狛
犬
写
真
B
に
お
け
る
狛
犬
は
、
そ
の
台
座
石
と
も
ど
も
今
日
は
全
く
行

方
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
幕
末
か
明
治
初
期
の
風
景
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る

古
図
で
は
、
こ
の
場
所
に
鳥
居
と
と
も
に
狛
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
少
な
く
と

も
、
西
石
段
上
り
口
に
は
、
鳥
居
の
前
に
一
対
の
狛
犬
が
存
在
し
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
で
は
、
こ
の
狛
犬
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
写
真
B
を

よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、
こ
の
狛
犬
は
台
座
石
と
色
が
異
な
り
、
ま
た
、
全
体

に
表
現
が
轍
密
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
金
属
製
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

先
の
古
図
に
も
、
南
石
段
下
の
石
像
狛
犬
を
白
く
塗
つ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

西
石
段
の
も
の
は
黒
く
塗
つ
で
あ
る
。
こ
れ
も
材
質
の
相
違
を
示
唆
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
さ
て
、
そ
う
な
れ
ば
こ
の
狛
犬
の
運
命
は
想
像
出
来
る
。
も
し
、

昭
和
二

O
年
近
く
ま
で
朽
ち
ず
に
あ
っ
た
と
し
て
も
戦
時
供
出
で
弾
丸
な
ど
に

化
し
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
歴
史
的
に
は
、
実
は
そ
う
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
溶
解
し
て
し
ま
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
第

二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
戦
災
で
あ
る
。

こ
の
西
石
段
の
石
灯
篭
ゃ
、
鳥
居
や
、
玉
垣
や
神
宮
寺
町
の
通
り
や
、
そ
し

て
、
こ
の
狛
犬
が
、
他
の
地
域
に
比
べ
て
あ
ま
り
に
失
わ
れ
、
変
更
さ
れ
、
補

修
さ
れ
て
い
る
の
は
余
程
の
天
変
地
異
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ

の
場
合
そ
れ
は
、
戦
災
で
あ
っ
た
。

昭
和
二

O
年
(
一
九
四
五
)
六
月
二
九
日
と
七
月
二
日
、
下
関
は
二
波
に
わ

た
っ
て
大
空
襲
を
受
け
た
。
被
害
は
全
市
に
及
び
、
死
者
三
二
四
人
、
負
傷
者

一
O
五
九
人
、
被
災
者
四
万
六
四

O
八
人
、
被
災
建
物
一
万
一
六
八
件
(
『
下

関
市
史
市
制
施
行
|
終
戦
』
、
一

O
O頁
)
と
伝
え
ら
れ
る
。
危
険
を
予
測

し
て
前
年
よ
り
既
に
疎
開
し
て
い
た
時
点
で
の
、
人
口
二

O
万
程
度
(
昭
和
一

八
年
・
二
一
万
人
、
昭
和
二

O
年
・
一
五
万
五
六

O
O人
)
の
一
地
方
都
市
に

お
い
て
こ
の
数
字
に
表
わ
れ
た
人
的
被
害
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
し
、
建
物

の
被
害
は
下
関
を
、
と
り
わ
け
唐
一
戸
を
中
心
と
し
た
こ
の
地
域
を
完
全
に
焦
土

と
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
壮
麗
さ
を
称
え
ら
れ
た
亀
山
八
幡
宮
も
、

お
び
た
だ
し
い
文
化
遺
産
と
と
も
に
全
焼
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
地
が
狙
わ
れ
た
の
か
。

軍
事
面
か
ら
歴
史
を
遡
れ
ば
、
明
治
二
三
年
(
一
八
九

O
)
に
下
関
要
塞
砲

兵
大
隊
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
関
門
一
帯
の
要
塞
化
が
結
果
的
に
攻
撃

目
標
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
明
治
期
に
は
貴
船
町
(
現
在
の
貴

船
町
三
丁
目
)
や
上
田
中
町
(
現
在
の
向
洋
町
一
丁
目
・
山
の
口
)
な
ど
の
、

赤
間
・
唐
戸
の
背
後
の
丘
陵
地
帯
に
兵
舎
や
弾
薬
庫
が
設
置
さ
れ
、
や
が
て
は

火
の
山
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
の
主
だ
っ
た
丘
陵
地
の
こ
と
ご
と
く
が
砲
台
と

化
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
一
大
要
塞
地
帯
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
は

何
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
下
関
と
い
う
町
の
本
質
に
関
わ
る
も
の
の
は
ず
で

あ
る
。表

1
の
港
湾
史
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
は
交
通
の
要
衝
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
治
以
降
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
、
日
本
経
済

活
動
の
西
端
の
最
重
要
基
地
と
し
て
、
つ
ま
り
、
本
州
最
西
端
に
位
置
し
、
春

帆
棲
に
お
け
る
日
清
講
和
談
判
(
一
八
九
五
)
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
で
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
大
陸
方
面
へ
の
海
の
玄
関
と
し
て
、
ま
た
、
九
州
と
結
ぶ
唯



一
の
点
と
し
て
下
関
は
重
要
な
町
で
あ
っ
た
。
こ
の
九
州
と
の
接
続
性
は
、
戦

争
開
始
に
よ
っ
て
急
激
に
必
要
性
が
増
し
た
為
、
昼
夜
兼
行
で
昭
和
一
七
年

(
一
九
四
二
)
に
完
成
し
た
関
門
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
よ
う
。

さ
て
、
紙
数
の
関
係
か
ら
下
関
全
体
の
考
察
は
以
降
割
愛
し
、
他
稿
に
機
会

を
譲
る
が
、
こ
の
よ
う
な
交
通
の
要
衝
で
あ
る
点
が
、
亀
山
八
幡
宮
の
現
在
の

状
態
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
の
一
面
を
と
り
あ
え
ず
は
指
摘
し
て
お
く
。

峡畿の歴史哲学

二
、
亀
山
八
幡
宮
の
本
質
的
意
味

さ
て
、
以
上
の
考
察
か
ら
二
枚
の
写
真
が
亀
山
八
幡
宮
を
写
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
が
こ
の
地
の
歴
史
の
総
体
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
る
の
か
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
で
は
そ
こ
か
ら
翻
っ
て
、
亀
山
八
幡
宮
の
本
質
的
意
味

を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
創
建
時
か
ら
の
歴
史
を
省
み
る
と
、
と
り
わ
け
南
石
段
に
つ
い
て
考

察
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
亀
山
八
幡
宮
が
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
下
関
と
い
う

地
の
、
そ
の
交
通
の
要
衝
と
い
う
側
面
自
体
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
。
大
陸
と
九
州
と
を
共
に
港
と
し
て
受
け
入
れ
る
本
州
最
西
端
の
点
と
し
て
、

亀
山
八
幡
宮
の
東
下
は
、
唐
戸
港
が
出
来
る
以
前
の
長
き
に
わ
た
っ
て
番
所
が

置
か
れ
る
ほ
ど
の
重
要
な
港
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
は
瀬
戸
内
海
と
い
う
巨
大
な

交
通
ル

l
ト
が
南
北
に
分
流
す
る
基
点
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
経
済
的
港
湾
機

能
は
徐
々
に
西
の
唐
戸
湾
や
南
部
湾
そ
し
て
埋
め
立
て
後
の
唐
戸
港
に
移
行
し

た
が
、
や
は
り
そ
の
場
合
も
亀
山
八
幡
宮
が
象
徴
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
は

変
わ
り
は
な
い
。
さ
ら
に
、
交
通
ル

l
卜
は
そ
れ
と
平
行
に
陸
上
に
も
存
在
し

た
。
亀
山
八
幡
宮
の
東
下
は
、
同
時
に
山
陽
道
の
起
点
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
交
通
の
要
衝
と
い
う
性
格
は
、
大
規
模
な
近
代
戦
争
が
行
わ
れ
る
直
前
ま

で
、
海
岸
の
丘
陵
地
と
し
て
の
、
当
時
で
は
効
果
的
な
要
塞
と
し
て
の
役
割
さ
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え
持
っ
て
い
た
。
実
質
的
に
そ
の
最
後
に
な
っ
た
の
が
、
元
治
元
年
(
一
八
六

四
)
の
馬
開
戦
争
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン

ダ
の
艦
船
と
砲
火
を
交
え
た
砲
台
の
一
つ
は
こ
の
亀
山
に
設
置
さ
れ
た
。
『
長

門
長
府
資
料
全
』
(
長
府
史
編
纂
舎
・
明
治
四
二
年
H

復
刻
一
防
長
史
料
出

版
社
・
昭
和
四
九
年
)
に
よ
れ
ば
、
当
時
亀
山
砲
台
に
は
、
二
四
封
度
(
フ
ィ
ー

ト
)
砲
と
一
八
封
度
砲
と
が
三
門
配
備
さ
れ
て
い
た
(
六
五
一
頁
)
。
し
か
も
、

そ
れ
が
単
な
る
現
実
性
を
超
え
て
と
り
わ
け
こ
の
亀
山
八
幡
宮
の
象
徴
性
を
物

語
る
の
が
、
こ
の
馬
開
戦
争
の
際
、
亀
山
砲
台
で
は
敵
の
弾
丸
が
楼
門
の
鬼
木

一
本
を
か
す
め
た
だ
け
で
、
人
的
被
害
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
い
う
「
弾
丸
よ
け

の
お
守
り
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
が
、
い
か
に
広
範
囲
の
信
仰
を
得
て
い
た
か
は
、
由
緒
か
ら
も

推
察
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
、
室
町
期
の
遣
明
使
参
拝
を
は
じ
め
、
大
内
義
隆
、

大
内
義
興
、
毛
利
元
就
、
毛
利
輝
元
、
毛
利
秀
元
な
ど
の
大
名
に
よ
る
領
地
や

金
品
の
寄
進
、
造
営
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
検
討
し
て

き
た
多
く
の
建
造
物
の
寄
進
は
氏
子
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
経
済
の

推
移
と
即
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
南
石
段
の
古
い
玉
垣
に
記
さ
れ
て
い
る
寄

進
者
名
か
ら
は
、
「
但
州
、
伯
州
、
因
州
、
萩
」
な
ど
の
遠
隔
地
の
商
人
が
そ

の
多
く
を
寄
進
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

ま
た
、
急
流
の
関
門
海
峡
に
突
き
出
し
た
半
島
(
古
く
は
島
)
で
あ
る
と
い

う
地
形
は
、
船
舶
航
行
の
目
印
で
あ
る
と
と
も
に
、
潮
待
ち
の
避
難
所
で
も
あ

る
。
ま
た
、
敵
や
漁
に
対
す
る
見
張
り
所
で
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
の
地
形
的
実

利
性
は
、
多
く
の
漁
港
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
港
湾
入
り
口
の

突
端
部
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
。
南
石
段
に
関
し
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
瀬
戸

内
海
を
航
行
し
て
潮
待
ち
ゃ
交
易
で
入
港
し
よ
う
と
し
た
時
、
特
徴
的
な
石
段

が
目
に
と
ま
り
、
そ
の
珍
し
さ
と
信
仰
と
が
一
体
と
な
っ
て
、
古
来
、
絵
画
や
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写
真
、
絵
葉
書
の
材
料
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
南

石
段
下
の
埋
め
立
て
が
最
後
ま
で
遅
れ
た
理
由
の
一
端
は
こ
こ
に
も
あ
る
と
言

え
よ
う
。

他
方
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
、
時
間
的
総
体
性
と
し
て
の
本
質
考
察
を
補
う
意

味
で
、
無
時
間
的
本
質
と
し
て
の
信
仰
と
い
う
心
理
現
象
に
つ
い
て
、
こ
の
亀

山
の
地
形
を
考
察
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
芸
術
療
法
、
と
り
わ
け
絵
画
療
法
や

箱
庭
療
法
、
夢
分
析
に
お
い
て
、
海
岸
近
く
の
島
や
海
に
突
き
出
し
た
半
島
は
、

新
し
い
次
元
へ
の
発
展
可
能
性
を
意
味
す
る
事
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
丘
陵
状

の
も
の
は
海
と
い
う
無
限
の
可
能
性
へ
と
神
秘
的
未
知
で
あ
り
な
が
ら
も
豊
か

に
発
展
す
る
こ
と
を
そ
の
地
形
に
投
影
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
現
実
的

意
味
と
が
重
な
っ
た
時
、
信
仰
は
定
着
す
る
。

こ
の
よ
う
に
亀
山
八
幡
宮
は
「
関
の
氏
神
」
と
し
て
、
広
範
な
氏
子
に
支
え

ら
れ
て
き
た
。
図
1
は
、
毎
年
一

O
月
一
四
日
か
ら
一
六
日
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
る
「
御
例
祭
」
(
関
の
氏
神
祭
・
甘
酒
祭
)
に
お
け
る
近
年
の
神
輿
の
御
神

幸
経
路
図
で
あ
る
が
、
氏
子
は
こ
の
範
囲
に
加
え
て
さ
ら
に
貴
船
町
、
椋
野
町

に
ま
で
拡
が
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
質
的
に
も
、
こ
の
祭
に
奉
納
さ
れ
る
亀
山

能
は
代
々
長
府
藩
の
絶
大
な
る
庇
護
の
許
に
格
調
高
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

ま
た
、
江
戸
時
代
初
期
ま
で
は
島
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
現

実
的
に
町
の
発
展
を
考
え
て
行
わ
れ
よ
う
と
し
た
埋
め
立
て
に
伴
う
人
住
の
哀

話
を
伝
え
て
現
存
す
る
「
お
亀
銀
杏
」
の
伝
説
は
、
例
え
ば
近
く
の
満
珠
干
珠

の
よ
う
に
そ
れ
ま
で
神
秘
的
な
島
で
あ
っ
た
地
形
に
人
間
の
手
を
加
え
よ
う
と

す
る
際
の
人
間
の
自
責
の
表
わ
れ
と
も
解
釈
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
亀
山
八
幡
宮
は
、
考
察
し
た
複
合
性
を
担
っ
た
交
通
の
要
衝
の

象
徴
で
あ
る
と
い
う
本
質
的
意
味
を
歴
史
的
心
理
的
に
背
負
い
、
同
時
に
広
範

な
信
仰
へ
と
そ
の
本
質
的
意
味
を
拡
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
論
さ
れ
た
の
で
あ



る。
か
く
し
て
以
上
の
点
か
ら
、
な
ぜ
ベ
ア
ト
が
こ
の
土
地
で
こ
の
二
枚
の
写
真

を
残
し
た
か
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

第
一
に
、
異
国
日
本
の
珍
し
い
風
物
を
撮
影
し
、
商
売
に
利
用
し
て
い
た
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
亀
山
八
幡
宮
が
、
上
記
の
点
で
特
筆
す
べ
き
興
味
を
魅
い

た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

映像の歴史哲学

第
二
に
、
記
録
写
真
を
撮
る
目
的
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
下
関

で
彼
が
撮
っ
た
と
さ
れ
る
他
の
写
真
は
、
主
に
馬
関
戦
争
の
記
録
写
真
で
あ
っ

た
。
交
通
の
要
衝
ゆ
え
に
行
わ
れ
た
馬
関
戦
争
の
そ
の
砲
台
の
ひ
と
つ
が
あ
っ

た
亀
山
八
幡
宮
の
記
録
は
必
ず
残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
三
に
民
俗
学
的
興
味
で
あ
る
。
彼
が
当
時
撮
っ
た
も
の
の
中
に
は
、
全
国

の
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
江
戸
の
風
習
や
風
俗
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
単

に
珍
し
い
も
の
を
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
普
遍
的
習

慣
と
い
っ
た
も
の
に
興
味
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
以
上
の
各
点
が
、
や
は
り
亀
山
八
幡
宮
の
歴
史
的
背
景
を
背
負
っ

た
本
質
と
、
密
接
な
関
係
を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

最
後
に
、
こ
の
二
枚
の
写
真
を
巡
る
考
察
か
ら
派
生
し
て
き
た
二
つ
の
問
題

を
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
第
一
は
、
唐
戸
か
ら
東
駅
に
至
る

町
並
み
の
発
展
史
で
あ
り
、
第
二
は
、
亀
山
八
幡
宮
の
神
事
を
中
心
と
し
た
本

質
的
意
味
の
考
察
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
が
、
筆
者
の
次
の
テ
l
マ
で
あ
る
。

な
お
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
当
た
っ
て
、
市
民
の
方
々
に
は
い
つ
も
親
切
に

お
教
え
頂
い
た
こ
と
を
御
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
亀
山
八
幡
宮
の
竹
中

恒
彦
氏
、
佐
藤
基
信
氏
、
唐
戸
町
の
中
野
氏
、
そ
し
て
、
梅
光
女
学
院
大
学
図

書
館
、
地
域
文
化
研
究
所
に
は
貴
重
な
資
料
を
拝
察
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
深

謝
し
た
い
。
ま
た
、
写
真
撮
影
に
協
力
し
幾
つ
か
の
貴
重
な
発
見
を
し
て
く
れ
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た
次
女
に
も
感
謝
す
る
。

(
あ
ら
き

福
岡
女
学
院
大
学
助
教
授
)

ま
さ
み
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横
浜
開
港
資
料
館
編
『
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
ベ
ア
ト
写
真
集
/
幕
末
日
本
の
風

景
と
人
び
と
』
(
明
石
書
底
、
一
九
八
七
)

。
『
下
関
市
史
藩
制
|
明
治
前
期
』
(
下
関
市
役
所
・
昭
和
三
九
年
三
月
一

日
発
行
)

。
『
下
関
市
史
市
制
施
行
|
終
戦
』
(
下
関
市
役
所
・
昭
和
五
八
年
三
月
三
一

日
発
行
)

。
『
亀
山
叢
書
下
関
外
史
』
(
亀
山
八
幡
宮
社
務
所
・
昭
和
四
八
年
一
二
月

発
行
)

。
『
防
長
寺
社
由
来
第
七
巻
』
(
山
口
県
文
書
館
・
昭
和
六
一
年
二
月
一

O

日
発
行
)

。
『
天
保
九
年
・
赤
間
関
人
別
帳
』
(
一
八
三
八
)

。
『
長
門
長
府
資
料
全
』
(
長
府
史
編
纂
舎
・
明
治
四
二
年
H
復
刻
・
防
長

史
料
出
版
社
・
昭
和
四
九
年
)

。
狩
野
芳
崖
筆
『
馬
関
真
景
圃
巻
』
(
一
八
四
二
)

。
玉
蘭
斎
貞
秀
画
・
版
画
『
大
日
本
海
陸
名
所
園
舎
』
(
伊
勢
屋
庄
之
助
発
行
)

。
『
画
典
通
考
巻
二
』
(
享
保
一
二
年
日
一
七
二
七
)

※
地
図
・
絵
葉
書

「
明
治
三
二
年
博
管
社
発
行
の
赤
間
関
市
街
旅
客
案
内
図
」

ロ
ミ
(
)



「
明
治
四
四
年
上
山
文
栄
堂
発
行
の
下
関
新
市
街
図
」

「
大
正
八
年
騒
々
堂
発
行
の
地
図
」

「
昭
和
四
年
の
地
図
(
『
下
関
市
史

76 

「
昭
和
二
九
年
東
京
交
通
社
発
行
の
地
図
」

「
昭
和
一
四
年
二
月
一
八
日
下
関
要
塞
司
令
部
許
可
済
み
の
絵
葉
書
」

「
昭
和
五
年
五
月
二
二
日
下
関
要
塞
検
閲
済
み
の
絵
葉
書
」
そ
の
他

市
制
施
行
l
終
戦
』
所
収
)
』

/ 

亀山宮本殿・七五三風景

今日のお亀銀杏南石段脇・石垣の補修跡

亀山の浜の今日


